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振 り 込 め 詐 欺 に 注意 【振り込め詐欺被害防止合言葉】▶現金は、本人にしか渡しません。▶振り込みません。知らない人の口座には。▶すぐ相談。電話で「お金」と言われたら。

人口 …… 90,935人 （＋9人）
男  …… 47,232人 （＋13人）
女  …… 43,703人 （－4人）

世帯 …… 42,597世帯 （＋42世帯）

市の人口と世帯数 今月の主な内容
平成31年（2019年）３月１日現在

前月比
平成３１年度当初予算／危険ブロック塀等撤去改修
補助金 � ●❷
大型連休公共施設の閉庁・閉館などのお知らせ／
公共下水道に早めの接続を � ●❸
高齢者在宅福祉生活支援サービス／国民健康保
険税の改正 � ●❹
市政の執行状況／介護予防で元気アップ � ●❺

お知らせＨＯＴコーナー 
案内、催し、募集�  ６～9
子育て情報コーナー／保健センターからのお知
らせ � ●❿
各種無料相談／８４０伝言板 � ●⓫
八潮朝市開催／やしお八つの野菜de健康レシピ
／いきいきやしお写真館 � ●⓬

　
平
成
３１
年
度
の
当
初
予
算
は
、
市
内
全
小
中
学
校
へ
の
空
調
設
備

の
導
入
、
保
育
所
や
小
規
模
保
育
施
設
等
の
子
育
て
支
援
事
業
の
充

実
、市
民
生
活
に
密
着
し
た
社
会
資
本
の
整
備
な
ど
を
中
心
に
、「
第

５
次
八
潮
市
総
合
計
画
」
で
掲
げ
る
「
住
み
や
す
さ
ナ
ン
バ
ー
１
の

ま
ち　
八
潮
」
を
実
現
す
る
た
め
、
事
業
の
必
要
性
、
優
先
度
や
事

業
効
果
等
を
検
証
し
、
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　
予
算
の
規
模
や
主
な
事
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
２
面
へ
続
く
）

会計別予算総括表� （単位：千円、％）

年　度　

　会計区分

平成31年度
予　算　額

Ａ

平成30年度
予　算　額

Ｂ

対前年度比

増減額
Ｃ(Ａ－Ｂ)

増減率
Ｃ／Ｂ×100

一般会計（ア） 30,170,000 28,940,000 1,230,000 4.3

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国 民 健 康 保 険 8,878,052 8,749,923 128,129 1.5
公 共 下 水 道 4,184,000 4,264,000 △ 80,000 △ 1.9
稲 荷 伊 草 第 二
土 地 区 画 整 理 214,575 446,405 △ 231,830 △ 51.9

鶴ケ曽根・二丁目
土 地 区 画 整 理 157,135 159,394 △ 2,259 △ 1.4

大 瀬 古 新 田
土 地 区 画 整 理 518,327 583,134 △ 64,807 △ 11.1

西 袋 上 馬 場
土 地 区 画 整 理 825,094 723,030 102,064 14.1

南部東一体型特定
土 地 区 画 整 理 2,016,056 1,817,157 198,899 10.9

介 護 保 険 5,469,625 5,025,635 443,990 8.8
後 期 高 齢 者 医 療 957,097 918,213 38,884 4.2

計　（イ） 23,219,961 22,686,891 533,070 2.3
上水道事業会計

（企業会計）(ウ) 3,430,953 3,301,078 129,875 3.9

合計（ ア＋イ＋ウ ） 56,820,914 54,927,969 1,892,945 3.4

一
般
会
計
予
算
は
３０１
億
７
千
万
円

（
前
年
度
比　
１２
億
３
千
万
円
の
増
）

平成３１年度

当
初
予
算
の

お
知
ら
せ

物
財
政
課
☎
奮
４
７
７

み
ん
な
で
咲
か
そ
う
花
桃
の
花

根
を
張
れ
花
桃
！

川
の
駅
・
中
川
や
し
お
花
桃
ま
つ
り

第
14
回

　
３
月
２３
日
㈯
・
２４
日
㈰
、
中
川
や
し
お
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
、「
花
桃
ま
つ
り
特
別
イ
ベ

ン
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
の
花
桃
は
、
植
栽
か
ら
約
２０
年
が
経
過
し
、
老
木
化
し
た
た
め
、
平
成

29
・
30
年
度
に
植
え
替
え
を
行
い
ま
し
た
。
植
え
替
え
た
ば
か
り
の
花
桃
と
、
来
場
者
も
参

加
し
て
完
成
さ
せ
た
人
工
の
花
桃
ツ
リ
ー
が
会
場
を
ピ
ン
ク
色
に
彩
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
24
日
㈰
に
は
「
水
辺
の
楽
校
特
別
イ
ベ
ン
ト
」
も
同
時
開
催
さ
れ
、
２
日
間
で
両

イ
ベ
ン
ト
合
計
１
万
７
３
０
０
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

物
商
工
観
光
課
☎
奮
２
０
２

花桃ツリーとハッピーこまちゃん

カヌー体験花桃模擬店
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腹日時・期間　 複場所　 覆対象　 淵内容　 弗持ち物　 払定員　 沸費用　 仏申し込み　 物問い合わせ

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

�

撤
去
改
修
補
助
金

物
開
発
建
築
課
☎
奮
４
６
８

（
１
面
の
続
き
）

・地場産野菜の推奨（印刷製本費）� 320千円
・中心商業拠点の形成
　（八潮駅周辺商業者組織化等セミナー委託料）� 330千円

・シティセールスの推進
　（ＰＲ動画配信サービス利用料等）� 650千円
・広聴・広報の充実（市民意識調査業務委託料）� 3,194千円

　児童生徒などの健康面に配慮
するとともに、児童生徒が意欲
を持って学べる学習環境の充実
を図るため、市内１５校の小中学校
の普通教室など計４３０室にエア
コンを設置します。� １０２,９２９千円

　市内観光の振興を図るため、
（一社） 八潮市観光協会の活動
を促進し、新たな観光資源の創
出や観光イベントの創設を支援
します。
� ４,４８３千円

　今後発生が危惧されている首
都直下地震などの大規模災害に
備え、地域住民による地域の実
情に応じた実効性の高い「地区
防災計画」の策定を支援します。
� ５,９２９千円

　新庁舎建設に向け、八潮市庁
舎建設基本計画に基づき、基本
設計を行います。また基本設計
を踏まえた地質調査等の実施や、
庁舎整備基金への積み立てを行
います。� ３０５,１１４千円

　障がい者やその家族の相談先
を明確化するとともに、地域で
安心して暮らしていくための相
談支援体制の充実を図るため、
「障がい者総合相談窓口」を設
置します。� １５,８１４千円

　保育施設の整備に伴い、平成
３１年度から新たに開所する施設
等に対して運営補助金等を交付
します。
� 1,９３０,０３５千円

・�北部拠点まちづくり事業の推進� 9,889千円
・�土地区画整理事業の推進� 1,649,223千円
・道路用地取得事業（市道２２９５号線）� 89,507千円
・生産緑地地区台帳の作成� 8,099千円
・治水対策の推進（排水施設更新工事費等）� 319,890千円
・危険ブロック塀等の倒壊防止対策� 3,000千円
・ごみ分別促進アプリの導入� 316千円

5． 都市基盤・環境
� ～快適でやすらぎと潤いのあるまち～

4． 産業経済・観光
　 ～地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまち～

6． 新公共経営� ～協働で経営する自主・自律のまち～

・学校適正配置指針・計画の策定� 12,088千円
・八幡図書館・公民館大規模改修実施設計業務� 9,914千円
・コミュニティ施設の整備
　（コミュニティ活動推進事業補助金等）� 24,000千円
・多文化共生の推進（市民意識調査業務委託料）� 3,607千円

・地域防災体制の充実
　（地域防災計画等修正業務委託料等）� 24,168千円
・広域消防体制への支援� 992,753千円

・健康マイレージ事業の実施� 1,469千円
・不妊治療費助成事業の実施� 2,000千円
・体育施設の充実
　（鶴ケ曽根体育館空調設備改修工事費等）� 87,809千円
・�第２期八潮市子ども・子育て支援事業計画の策定� 7,664千円

１． 教育文化・コミュニティ
� ～学びとつながりを大切にするまち～

3． 防災・防犯・消防・救急
� ～誰もが安全で安心して暮らせるまち～

２． 健康福祉・子育て
� ～誰もがいきいきと暮らせるまち～

◆
補
助
対
象
と
な
る
危
険
な
ブ
ロ

ッ
ク
塀
等

　
公
道
に
面
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
造
ま
た
は
組そ

積せ
き

造ぞ
う

の
塀

の
う
ち
、
高
さ
が
１
・
２
メ
ー
ト

ル
を
超
え
、
か
つ
、
地
震
に
よ
り

倒
壊
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
も
の

◆
補
助
対
象
工
事

①
撤
去
工
事
︙
す
べ
て
撤
去
す
る

工
事
ま
た
は
公
道
面
か
ら
高
さ
６０

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
部
分

を
撤
去
す
る
工
事

②
改
修
工
事
︙
す
べ
て
撤
去
し
た

範
囲
内
に
安
全
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

を
設
置
す
る
工
事

※
①
②
と
も
に
市
内
に
本
店
な
ど

が
あ
る
施
工
業
者
が
行
う
工
事
で

あ
り
、
平
成
３２
年
３
月
１０
日
ま
で

に
工
事
が
完
了
す
る
も
の
に
限
り

ま
す
。

◆
補
助
対
象
者

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

・
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
存
す

る
土
地
の
所
有
者
ま
た
は
管
理
者

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

・
対
象
工
事
が
市
で
実
施
し
て
い

る
同
様
の
補
助
金
を
受
け
て
い
な

い
方

◆
補
助
金
額

①
撤
去
工
事
︙
撤
去
費
用
の
２
分

の
１
ま
た
は
１
メ
ー
ト
ル
当
た
り

１
万
円
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額

（
限
度
額
１０
万
円
）

②
改
修
工
事
︙
改
修
費
用
の
２
分

の
１
ま
た
は
１
メ
ー
ト
ル
当
た
り

２
万
円
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額

（
限
度
額
２０
万
円
）

※
①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か
一
方

の
み
申
請
で
き
ま
す
。

◆
申
込
方
法

　
補
助
金
の
申
請
を
希
望
す
る
場

合
は
、
市
職
員
に
よ
る
現
地
確
認

を
行
う
た
め
、
工
事
着
手
の
前
に

要
事
前
相
談
。
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
と
確
認
で
き
た
場
合
、
所
定

の
申
請
用
紙
（
開
発
建
築
課
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
）
な

ど
を
開
発
建
築
課
窓
口
へ
（
郵
送

不
可
）。

※
補
助
金
は
、
予
算
枠
に
達
し
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

　
地
震
災
害
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
倒
壊
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
所
有
者
な
ど
が
行
う
撤
去
工
事
ま
た
は
改
修

工
事
に
対
し
て
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

一般会計
予算の主な
事業

このほか、次の事業に取り組みます

教育環境の充実（小中学校
校舎のエアコン設置）

地域防災力の強化
（地区防災計画の策定）

観光の振興（（一社）八潮
市観光協会補助金）

保育所の充実、小規模保育施
設の充実�（民間認可保育所・
小規模保育施設への補助等）

障がい者総合支援の充実
（障がい者総合相談窓口の設置）

地域公共交通網形成計画の作
成（計画の策定に向けた検討）

新庁舎の整備（新庁舎建
設工事に係る基本設計等）

　さまざまな視点から広く公共
交通ネットワークを再構築する
ため、平成３１年度から２カ年に
わたって「地域公共交通網形成
計画」を策定します。
� １３,６１０千円

※�市ホームページで、さらに詳しい内容や予算書の
全ページ（ＰＤＦファイル）がご覧になれます。
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 は、閉庁・閉館日

施設名
4 月 ５ 月

27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7
土 日 祝㈪ 休㈫ 祝㈬ 休㈭ 祝㈮ 祝㈯ 祝㈰ 休㈪ 火

市役所  ※ １ ☎９９6-2111
　市民課日曜窓口 ☎奮210 ※ 2 ※ 3
市役所駅前出張所 ☎９９９-０８４０ ※ 4
文化スポーツセンター ☎９９６-５１２6
エイトアリーナ ☎９９９-７０１1
だいばら児童館（わんぱる） ☎９９９-０３２１
リサイクルプラザ ☎９９７-６６９6
ゆまにて ☎９９６-０１２３
八潮市ふるさとハローワーク ☎９９８-８６０９
保健センター ☎９９５-３３８１
休日診療所 ☎９９５-３３８３
やすらぎ ☎９９７-８５５３
教育相談所 ☎９９５-００７７
コミュニティセンター ☎９３６-０５０７
八幡公民館 ☎９９５-６２１６／八條公民館 ☎９９４-３２００�
八幡図書館 ☎９９５-６２１５／八條図書館 ☎９９４-５５００
駅前出張所図書窓口  ※ 5 ☎９３０-７５０１
やしお生涯楽習館 ☎９９４-１０００
八潮メセナ ☎９９８-２５００
八潮メセナ・アネックス ☎９９７-３７７７ ※ 4
資料館 ☎９９７-６６６６
寿楽荘 ☎９９５-２８４７／すえひろ荘 ☎９３６-９１８１
市民温水プール（相互利用施設〈草加市〉） ☎９３６-６８２４
※ １　出生・婚姻・死亡などの届け出は、市役所東側宿直室前の戸籍届出書受付BOXへ投かんできます。
※ ２　各種証明書の交付のみ行います。時間：午前 ９時～正午
※ ３　�各種証明書の交付に加えて、住民異動届（転入・転出など）、印鑑登録、戸籍の届け出の受付を行います。住民基本台帳カード・個人番号カー

ドを利用する転入届は受け付けられません。時間：午前 ９時～午後 ５時（正午～午後 １時を除く）
※ ４　 4月28日のパスポートの交付は、通常どおり八潮メセナ・アネックスで行います。時間：午前 ９時～午後 １時　 5月 5日は祝日のため行いません。
※ 5　�駅前出張所図書窓口は、ブックポストも利用できませんので、八幡図書館、八條図書館のブックポストをご利用ください。

大
型
連
休
公
共
施
設
の
閉
庁・閉
館
な
ど
の
お
知
ら
せ

　
市
役
所
な
ど
の
公
共
施
設
は
、左
表
の
と
お
り
閉
庁・閉
館
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
了
承
願
い
ま
す
。

N

通
知
し
ま
す
。

　
な
お
、
す
で
に
納
期
が
過
ぎ
て

い
る
負
担
金
の
納
付
が
ま
だ
お
済

み
で
な
い
方
は
、
す
み
や
か
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

 

下
水
道
の
正
し
い
使
い
方

　
大
切
な
下
水
道
管
を
傷
め
た
り
、

詰
ま
ら
せ
た
り
し
な
い
た
め
に
次

の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
台
所
の
ゴ
ミ
や
油
は
流
さ
な
い
。

・
水
洗
ト
イ
レ
に
は
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
以
外
の
生
活
用
品
は
流

さ
な
い
。

・
有
害
な
物
質
や
危
険
物
は
絶
対

に
流
さ
な
い
。

　
公
共
下
水
道
を
使
用
で
き
る
区

域
内
の
皆
さ
ん
は
、
処
理
開
始
の

日
か
ら
１
年
以
内
に
、
下
水
道
に

接
続
す
る
こ
と
が
、
条
例
な
ど
で

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
下
水
道
の
接
続
工
事
は
、
市
の

指
定
工
事
店
で
な
け
れ
ば
で
き
ま

せ
ん
。
必
ず
市
の
指
定
工
事
店
へ

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

受
益
者
負
担
金

　
４
月
１
日
か
ら
新
た
に
公
共
下

水
道
を
使
用
で
き
る
土
地
に
つ
い

て
は
、
平
成
３１
年
度
受
益
者
負
担

金
の
賦
課
対
象
と
な
り
ま
す
。
対

象
と
な
る
方
に
は
、
内
容
確
認
・

納
付
方
法
な
ど
に
つ
い
て
個
別
に

　
公
共
下
水
道
は
、
衛
生
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
施
設
で
す
。

　
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、
清
潔
で
快
適
な
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
、
蚊
や
ハ
エ
の
発

生
し
に
く
い
、
住
み
よ
い
き
れ
い
な
ま
ち
に
な
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
に
早
め
の
接
続
を
！

水洗便所等
改造資金貸付

貸付金の限度額…４０万円
<無利子>
返済方法…貸付を受けた翌月から毎月
１万円

雨水貯留施設
設置費の
補助制度

既存浄化槽(単独・合併浄化槽)の改造
補助額… ８万円

市販の雨水貯留槽の設置
補助額…費用の ２分の １以内
（限度額 ２万 ５千円）

物
下
水
道
課
☎
奮
４
２
２

…�平成３1年 ４ 月 １ 日から新たに使用できる区域（八條・鶴
ケ曽根・松之木・南後谷・二丁目・木曽根・古新田・垳
・大原のそれぞれ一部）
…既に使用できる区域

公共下水道
整備状況図

貸
付
・
補
助
制
度
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②
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ

っ
た
方
の
均
等
割
額
の
軽
減
特
例

の
改
正

　
被
用
者
保
険
の
６５
歳
以
上
の
被

扶
養
者
※
で
あ
っ
た
方
に
課
税
さ

れ
る
、
国
民
健
康
保
険
税
の
均
等

割
額
の
軽
減
特
例
を
表
２
の
と
お

①
課
税
限
度
額
の
改
正

　
医
療
給
付
費
分
の
課
税
限
度
額

を
表
１
の
と
お
り
引
き
上
げ
ま
し

た
。

り
廃
止
・
縮
小
し
ま
し
た
。
な
お
、

所
得
割
額
は
、
引
き
続
き
課
税
さ

れ
ま
せ
ん
。

※
社
会
保
険
な
ど
の
被
保
険
者
が
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す

る
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
扶
養
さ
れ

て
い
た
65
歳
以
上
の
方
が
新
た
に

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
場
合

に
該
当
し
ま
す
。

③
低
所
得
世
帯
へ
の
均
等
割
額
の

軽
減
判
定
所
得
基
準
額
の
改
正

　
低
所
得
者
の
世
帯
に
課
税
さ
れ

る
国
民
健
康
保
険
税
の
う
ち
、
均

等
割
額
を
軽
減
す
る
た
め
の
、
１

世
帯
あ
た
り
の
所
得
基
準
額
を
表

３
の
と
お
り
拡
充
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
関
係
法
令
や
県
が
定
め
た
埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方

針
な
ど
を
踏
ま
え
、
平
成
３１
年
度
か
ら
課
税
限
度
額
や
、
軽
減
制
度
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

改
正
点

表 １　課税限度額の改正
改正前（Ｈ３０） 改正後（Ｈ３１）

医療：５４万円 医療：５８万円

後期：１９万円 後期：１９万円

介護：１６万円 介護：１６万円

合計：８９万円 合計：９３万円

表 ２　�被用者保険の被扶養者であった
方の均等割額の軽減特例の改正

改正前（Ｈ３０）まで 改正後（Ｈ３１）から

当分の間 ５割軽減

国保加入後、 ２年を
経過する月までは ５
割軽減
その後は軽減なし

表 ３　低所得世帯への均等割額の軽減判定所得基準額の改正
改正時期 軽減割合 軽減判定所得基準額

改正前（Ｈ３０）

７ 割 ３３万円以下

５割 ３３万円＋（２７．５万円×被保険者数等）以下

２割 ３３万円＋（５０万円×被保険者数等）以下

改正後（Ｈ３１）

７ 割 ３３万円以下

５割 ３３万円＋（２８万円×被保険者数等）以下

２割 ３３万円＋（５１万円×被保険者数等）以下

国
民
健
康
保
険
税
の
改
正

―
共
通
―

覆
市
内
に
住
所
を
有
す
る
お
お
む
ね

６５
歳
以
上
の
方

※
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
対
象
年
齢
や

生
活
状
況
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
在
宅
で

生
活
し
て
い
る
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
病
院
に
入
院
中
の
方
や
、
介
護

保
険
施
設
な
ど
に
入
所
中
の
方
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

　
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
申
し
込
み
や
詳

し
い
内
容
は
、
長
寿
介
護
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

物
国
保
年
金
課
☎
奮
８
３
４

高
齢
者
在
宅
福
祉
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

　
在
宅
で
の
生
活
に
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
と
、
そ
の
家
族
を
支
援
す
る
高
齢
者
在
宅
福
祉
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

物
長
寿
介
護
課
☎
奮
４
４
８

　
緊
急
通
報
端
末
機
お
よ
び
ペ
ン
ダ

ン
ト
型
無
線
発
信
機
を
貸
与
し
ま
す
。

急
病
な
ど
で
緊
急
時
に
ボ
タ
ン
を
押

す
と
、
受
付
セ
ン
タ
ー
か
ら
消
防
署

に
通
報
が
入
り
、
迅じ

ん

速そ
く

な
救
急
活
動

を
行
い
ま
す
。

沸
機
器
の
貸
与
は
無
料

※
回
線
使
用
料
な
ど
は
利
用
者
負
担

　
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
に
入
れ

た
医
療
情
報
を
参
考
に
、
救
急
隊

員
が
適
切
な
対
応
を
行
い
ま
す
。

沸
無
料

　
地
震
な
ど
に
よ
る
家
具
の
転
倒

を
防
ぐ
た
め
、
転
倒
防
止
器
具
な

ど
を
取
り
付
け
ま
す
。

沸
無
料

　
昼
食
ま
た
は
夕
食
の
い
ず
れ
か
を

自
宅
へ
届
け
る
と
と
も
に
、
利
用
者

の
安
否
を
確
認
し
ま
す
。

沸
１
食
３５０
円

　
月
１
回
、
決
め
ら
れ
た
枚
数
の

紙
お
む
つ
を
自
宅
へ
届
け
ま
す
。

沸
無
料

　
理
容
師
ま
た
は
美
容
師
が
自
宅
を

訪
問
し
、
カ
ッ
ト
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
ま
す
。

沸
無
料

緊
急
時
通
報
シ
ス
テ
ム

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

配
布

家
具
転
倒
防
止
器
具
等

取
付
サ
ー
ビ
ス

配
食
・
安
否
確
認
サ
ー
ビ
ス

紙
お
む
つ
の
給
付
サ
ー
ビ
ス

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

　
居
室
、
浴
室
、
ト
イ
レ
な
ど
の

増
改
築
ま
た
は
改
築
工
事
を
す
る

た
め
に
必
要
な
資
金
を
融
資
し
ま

す
。

　
民
間
賃
貸
住
宅
へ
転
居
す
る
高

齢
者
に
対
し
、
転
居
前
後
の
家
賃

の
差
額
３
万
円
を
限
度
と
し
て
助

成
し
ま
す
。

　
火
災
警
報
器
、
電
磁
調
理
器
な

ど
を
給
付
ま
た
は
貸
与
し
ま
す
。

沸
所
得
税
課
税
状
況
に
よ
り
、
無

料
～
全
額
負
担
の
７
階
層

高
齢
者
居
室
等
整
備
資
金

融
資
制
度

高
齢
者
世
帯
等
住
み
替
え

住
宅
家
賃
助
成
制
度

日
常
生
活
用
具
給
付
等

サ
ー
ビ
ス

　
徘
徊
が
見
ら
れ
る
認
知
症
高
齢
者

を
介
護
す
る
家
族
へ
の
負
担
軽
減
を

図
り
ま
す
。

①�

発
信
装
置
に
よ
る
位
置
探
索
シ
ス

テ
ム

　
位
置
探
知
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
、

徘
徊
高
齢
者
の
早
期
発
見
に
つ
な
げ

ま
す
。

沸
毎
月
の
利
用
料
は
市
が
負
担

※
利
用
開
始
に
係
る
費
用
は
利
用
者

負
担

②
見
守
り
シ
ー
ル

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
た
見
守

り
シ
ー
ル
を
配
布
し
ま
す
。
見
守
り

シ
ー
ル
を
衣
服
な
ど
に
貼
り
、
高
齢

者
が
徘
徊
し
た
場
合
に
、
発
見
者
が

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と
で
、

介
護
者
と
発
見
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
伝
言
板
を
通
じ
て
連
絡
を
取

り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

沸
無
料

※
通
信
料
な
ど
は
利
用
者
負
担

徘
徊
高
齢
者
家
族
支
援

サ
ー
ビ
ス

　
寝
具
の
乾
燥
殺
菌
（
４
月
・
１０

月
）
お
よ
び
丸
洗
い
殺
菌
（
７
月

・
１
月
）
を
行
い
ま
す
。

沸
無
料

寝
具
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス

↑緊急通報端末機
←�ペンダント型無
線発信機

救急医療情報キット

見守りシール見本

見 本
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▼
１
月
９
日
か
ら
、
市
内
小
中
学

校
で
、
児
童
生
徒
の
投
票
に
よ
り

選
ば
れ
た
ハ
ッ
ピ
ー
こ
ま
ち
ゃ
ん

の
イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ
た
新
し
い

給
食
用
食
器
で
の
給
食
を
開
始

▼
１
月
１２
日
か
ら
、
市
内
小
学
５

年
生
１００
人
が
「
学
習
塾
と
の
連
携

事
業
」
に
お
い
て
学
習
を
開
始

▼
１
月
２６
日
か
ら
３
月
１０
日
ま
で

の
間
、
資
料
館
で
、
第
４１
回
企
画

展
「
近
代
日
本
の
成
立
と
八
潮
」

を
開
催

▼
２
月
３
日
、
や
し
お
生
涯
楽
習

館
で
、「
国
際
交
流
フ
ェ
ア
」
を

開
催

�����

2
健
康
福
祉
・

子
育
て

～
誰
も
が
い
き
い
き
と�

�
�

暮
ら
せ
る
ま
ち
～

▼
１
月
２０
日
、「
第
５４
回
八
潮
市

内
一
周
駅
伝
大
会
」
を
開
催
し
、

市
内
外
か
ら
１０８
チ
ー
ム
が
参
加

▼
１
月
２５
日
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
寿
楽
荘
で
、「
平
成
３０
年
度
寿

大
学
校
」
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、

第
３３
期
生
と
し
て
男
性
６
人
、
女

性
３０
人
の
合
計
３６
人
が
卒
業

▼
２
月
１６
日
、
や
し
お
生
涯
楽
習

館
で
日
本
体
育
大
学
教
授
に
よ
る

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
育
成
の
た
め
の

講
習
会
を
開
催

3
防
災
・
防
犯
・

消
防
・
救
急

～
誰
も
が
安
全
で
安
心

�

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
～

▼
１２
月
２５
日
、
茨
城
県
水
戸
市
と

八
潮
市
を
含
め
た
埼
玉
県
内
の
１１

市
町
と
の
間
で
、「
原
子
力
災
害

に
お
け
る
水
戸
市
民
の
県
外
広
域

避
難
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

▼
２
月
１８
日
、
富
士
測
地
㈱
と
大

規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
に
ド
ロ

ー
ン
を
用
い
て
情
報
収
集
お
よ
び

被
害
調
査
を
実
施
で
き
る
よ
う

「
災
害
時
に
お
け
る
被
害
調
査
の

支
援
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

4
産
業
経
済
・
観
光

～
地
域
の
特
性
を�

�

　
活
か
し
た
に
ぎ
わ
い
と��

�

活
力
の
あ
る
ま
ち
～

▼
１
月
７
日
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
八

潮
産
農
産
物
を
載
せ
て
の
「
新
年

初
荷
パ
レ
ー
ド
２
０
１
９
」
を
開

催▼
１
月
１５
日
か
ら
２３
日
ま
で
の
間
、

（
一
社
）
八
潮
市
観
光
協
会
お
よ

び
八
潮
市
商
工
会
と
連
携
し
、
中

川
や
し
お
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
の
老

木
と
な
っ
た
花
桃
す
べ
て
の
植
え

替
え
を
実
施

▼
１
月
１７
日
、
平
成
３０
年
度
八
潮

市
優
良
技
術
者
・
技
能
者
と
し
て

２
人
の
方
を
表
彰

▼
２
月
４
日
、
本
市
の
知
名
度
の

向
上
お
よ
び
地
域
の
活
性
化
を
図

り
、
産
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
３
製
品
を
八

潮
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
と
す
る
認
定

式
を
開
催

▼
２
月
２４
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
・
ア

ネ
ッ
ク
ス
で
、「
第
２８
回
八
潮
市

消
費
生
活
展
」
を
開
催

5
都
市
基
盤
・
環
境

～
快
適
で
や
す
ら
ぎ
と�

�
�

潤
い
の
あ
る
ま
ち
～

▼
１
月
２７
日
、
や
し
お
駅
前
公
園

で
、市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の「
ハ

ッ
ピ
ー
こ
ま
ち
ゃ
ん
号
」
の
お
披

露
目
式
を
開
催
し
、
翌
日
か
ら
運

行
を
開
始

���������

▼
２
月
１２
日
、
空
家
等
の
予
防
や

活
用
・
流
通
な
ど
の
取
り
組
み
を

推
進
す
る
た
め
「
ま
ち
の
景
観
と

空
家
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

▼
平
成
３１
年
１
月
末
に
お
け
る
有

収
水
量
は
、
８３２
万
１
０
４
５
立
方

メ
ー
ト
ル
で
、
前
年
同
時
期
と
比

較
し
て
１５
万
４
４
８
６
立
方
メ
ー

ト
ル
の
増
加

▼
水
道
料
金
の
調
定
額
は
、
消
費

税
抜
き
で
１４
億
５
６
７
８
万
円
で
、

前
年
同
時
期
と
比
較
し
て
３
３
７

７
万
円
の
増
加

6
新
公
共
経
営

～
協
働
で
経
営
す
る�

�
�

自
主
・
自
律
の
ま
ち
～

▼
１
月
２２
日
か
ら
２６
日
ま
で
の
間
、

新
庁
舎
建
設
に
係
る
具
体
的
な
機

能
や
規
模
な
ど
を
整
理
し
た
「
八

潮
市
庁
舎
建
設
基
本
計
画
（
素

案
）」
の
市
民
説
明
会
を
５
回
開

催▼
１
月
２３
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

八
潮
市
表
彰
規
則
に
基
づ
き
、
市

政
に
功
労
の
あ
っ
た
１８
人
の
方
を

表
彰

▼
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
を
推
進
し
、

市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た

め
、
Ｐ
Ｒ
動
画
の
制
作
を
行
い
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開

▼
２
月
２１
日
、
地
域
の
諸
課
題
に

迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
し
、
八
潮

市
の
一
層
の
活
性
化
お
よ
び
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
「
八
潮
市
と
㈱
セ

ブ
ン
－
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と

の
包
括
連
携
協
定
」
を
締
結

市
政
の
執
行
状
況

　
平
成
３１
年
第
１
回
八
潮
市
議
会
定
例
会
が
２
月
２８
日
か
ら
３
月
２０
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
市
長
が
開
会
初
日
に
施
政
方
針
お
よ
び
前
定

例
会
以
降
の
市
政
執
行
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
（
一
部
抜
粋
。
施
政
方
針
お
よ
び
市
政
の
執
行
状
況
の
全
文
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
）。

物
企
画
経
営
課
☎
奮
８
８
５

１
教
育
文
化
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

～
学
び
と
つ
な
が
り
を

大
切
に
す
る
ま
ち
～

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

ハッピーこまちゃん号

国際交流フェア

介護予防で元気アップ！介護予防で元気アップ！

骨
こつ

骨
こつ

運動教室
腹６月２0日㈭、７月１9日㈮、８月2９日
㈭　午前９時３０分～１０時３０分
複保健センター
覆市内在住の４０歳以上の方
淵リハビリ専門職による転倒予防体
操と講話
弗飲み物、動きやすい服装
払各４０人（当日先着順）
沸無料

６５歳からの健康づくり
①若返るぞ！シニア体操教室�
●ゆまにて
腹５月１５日～７月１７日（６月５日、７月３
日を除く毎週水曜日・全８回）　⑴午
後１時３０分～３時、⑵午後３時１５分～４
時４５分
払各４０人

●文化スポーツセンター
腹５月１７日～７月１２日（６月２１日を除く
毎週金曜日・全８回）　午前１０時～１１
時３０分
払１００人
●コミュニティセンター
腹５月１４日～７月１６日（５月２８日、６月
２５日を除く毎週火曜日・全８回）　午
前１０時～１１時３０分
払４０人
●八條公民館
腹５月１６日～７月１８日（５月３０日、６月
２０日を除く毎週木曜日・全８回）　午
前１０時～１１時３０分
払８０人
●八潮メセナ・アネックス
腹５月１５日～７月１０日（５月２９日を除
く毎週水曜日・全８回）　⑴午前１０時
～１１時３０分、⑵午後１時３０分～３時
払各６０人

●資料館
腹５月１６日～７月１８日（５月３０日、６月
２０日を除く毎週木曜日・全８回）　　
⑴午後１時３０分～３時、⑵午後３時１５
分～４時４５分
払各４０人
②介護予防健康体操教室
腹５月14日㈫・30日㈭、6月4日㈫・
11日㈫、7月2日㈫・9日㈫・30日㈫、
8月8日㈭（全８回）　⑴午前10時～１１
時３０分、 ⑵午後1時～２時３０分、⑶午
後3時～４時３０分
複保健センター
払各４０人
―①②共通―� �
覆市内在住の６５歳以上の方� �
淵専門の指導員による運動の実技指
導や自宅でできる運動紹介と実技、
運動継続のアドバイス� �
弗室内用運動靴（八潮メセナ・アネ
ックスおよび資料館は不要）、飲み
物、タオル� �
沸無料� �
仏４月１９日（消印有効）までに、往
復はがきを長寿介護課へ� �
▼往信裏面＝氏名（ふりがな必須）、
郵便番号と住所、生年月日、電話番
号、メールアドレス、希望する会場
と時間（第２希望まで記入）� �
※申し込み多数の場合、抽選� �
※他会場の体操教室および健康スリ

ムアップ教室との、同時申し込みは
できません。

③健康スリムアップ教室
腹５月２7日～8月5日（６月24日、７月１5
日・22日を除く毎週月曜日・全８回）　
午前１０時～正午
淵ダイエットに気軽に取り組める栄
養の工夫と運動など
弗室内用運動靴、飲み物、タオル
沸無料
④お口の健康教室
腹５月２７日㈪、８月２６日㈪　午後１時３０
分～３時３０分
淵歯科衛生士による歯磨きの指導・
口
こう

腔
くう

体操・唾液腺マッサージなど
弗タオル
沸無料
⑤おいしく食べよう栄養教室
腹５月２３日㈭、６月１８日㈫、７月２５日㈭、
８月２１日㈬　午前１０時～午後０時３０分
淵管理栄養士によるバランスの良い
食事についての講話や調理実習
弗エプロン、三角巾
沸５００円（食材料費）
―③～⑤共通―� �
複保健センター� �
覆市内在住の６５歳以上の方� �
払各２０人（申込順）� �
仏４月１５日から、電話で長寿介護課
（☎焚４９２）へ

　市では、高齢者の心身機能の維持・向上を目的として、介護
予防事業を行っています。元気なうちから介護予防に取り組み、
いつまでもいきいきとした自分らしい暮らしを目指しましょう。

物長寿介護課☎奮492
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八潮市役所　☎048-996-2111 腹日時・期間　 複場所　 覆対象　 淵内容　 弗持ち物　 払定員　 沸費用　 仏申し込み　 物問い合わせ

おしらせＨＯＴコーナー　案内おしらせＨＯＴコーナー　案内

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

Ｈ
Ｏ
Ｔ

Ｈ
Ｏ
Ｔ
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー

市役所の電話
996-2111

FAX
995-7367

０１２０‒８４０‒２２５
防災行政無線で放送した
内容が聞き取れなかった
場合、再度聞き直せます
（定時放送を除く）。通話
料は無料です。

防災行政無線
テレホンサービス

案
内
案
内

葛
西
・
八
条
用
水
の
両
用

水
路
の
通
水

　
田
植
え
の
準
備
の
た
め
、
通
水
し
ま
す
。

水
路
に
幼
児
や
児
童
が
近
づ
か
な
い
よ
う
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

腹
４
月
２４
日
㈬　
午
前
９
時
～

物
都
市
農
業
課
☎
焚
２
９
９

大
型
連
休
中
の
ご
み
の
収
集

　
４
月
２７
日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
の
大
型

連
休
中
の
ご
み
の
収
集
は
、
ご
み
カ
レ
ン

ダ
ー
（
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課
窓
口
、
市
内

各
公
共
施
設
で
入
手
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
閲
覧
）
の
日
程
通
り
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
粗
大
ご
み
の
収
集
は
行
い
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

物
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課
☎
焚
２
８
５

※
粗
大
ご
み
に
つ
い
て
＝
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
☎
９９７
・
６
６
９
６

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

接
種
期
間　
平
成
３２
年
３
月
３１
日
ま
で

不
妊
治
療
費
の
助
成

覆
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
夫
婦

▼
申
請
時
に
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
て
、

双
方
ま
た
は
一
方
が
市
内
に
住
民
登
録
し

て
い
る
こ
と
▼
埼
玉
県
不
妊
治
療
費
助
成

事
業
の
初
回
助
成
の
対
象
と
な
る
治
療
開

始
日
に
妻
の
年
齢
が
３５
歳
未
満
で
あ
る
こ

と
▼
埼
玉
県
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
助
成

金
の
支
給
決
定
を
受
け
て
い
る
こ
と

対
象
と
な
る
不
妊
治
療
　
埼
玉
県
不
妊
治

療
費
助
成
事
業
の
初
回
助
成
の
対
象
と
な

っ
た
も
の
で
、
他
の
助
成
を
県
内
で
受
け

て
い
な
い
も
の

※
た
だ
し
、
次
の
治
療
は
除
く
。
▼
以
前

に
凍
結
し
た
胚は

い

を
解
凍
し
て
胚
移
植
を
実

施
し
た
も
の
▼
採
卵
し
た
が
卵
が
得
ら
れ

な
い
ま
た
は
状
態
の
良
い
卵
が
得
ら
れ
な

い
た
め
中
止
し
た
も
の

助
成
金
額　
埼
玉
県
不
妊
治
療
費
助
成
事

業
の
助
成
額
を
除
き
、
上
限
１０
万
円
（
１

０
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）
※
夫
婦
１
組

に
つ
き
１
回
ま
で

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

物
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
９９５
・
３
３
８
１

太
陽
光
発
電
設
備
設
置
補
助
金

覆
自
ら
が
居
住
す
る
市
内
の
既
存
住
宅
ま

た
は
新
築
住
宅
に
平
成
３１
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
３２
年
３
月
２０
日
ま
で
に
対
象
と
な

る
設
備
を
設
置
し
た
方（
法
人
は
対
象
外
）

対
象
と
な
る
設
備
　　
「
八
潮
市
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金
交

付
要
綱
」
に
適
合
す
る
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム

補
助
金
額
　
３
万
円

複
八
潮
・
草
加
市
委
託
医
療
機
関
お
よ
び

埼
玉
県
内
相
互
乗
り
入
れ
医
療
機
関

覆
過
去
に
１
度
も
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と
が
な
い
方
で
、
次

の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
方
※
ニ
ュ

ー
モ
バ
ッ
ク
ス
Ｎ
Ｐ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し

た
こ
と
が
あ
る
方
を
除
く

▼
平
成
３１
年
度
に
６５
・
７０
・
７５
・
８０
・
８５

・
９０
・
９５
・
１００
歳
以
上
に
達
す
る
方

※
過
去
に
１
度
も
定
期
接
種
を
受
け
て
い

な
い
方
へ
４
月
上
旬
に
通
知
を
発
送
し
て

い
ま
す
。
通
知
の
届
い
て
い
な
い
方
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
任
意

で
予
防
接
種
を
受
け
た
方
に
つ
い
て
も
、

市
で
把
握
で
き
な
い
た
め
、
通
知
を
発
送

し
て
い
ま
す
。

▼
６０
歳
以
上
６５
歳
未
満
の
、
心
臓
・
腎じ

ん

臓ぞ
う

・
呼
吸
器
な
ど
に
障
が
い
が
あ
っ
て
日
常

生
活
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
方
（
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
相
当
に
該
当
す
る
方
）
で
、

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

接
種
回
数　
１
回

沸
３
０
０
０
円
（
生
活
保
護
受
給
世
帯
の

方
は
、
受
給
証
提
示
に
よ
り
無
料
）

　
今
後
の
通
知
予
定
に
つ
い
て
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

物
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
９９５
・
３
３
８
１

仏
所
定
の
申
請
用
紙
（
環
境
リ
サ
イ
ク
ル

課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
）
お

よ
び
添
付
書
類
を
平
成
３２
年
３
月
２３
日
ま

で
に
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課
窓
口
（
☎
焚
３

３
８
）
へ
（
郵
送
不
可
）

※
申
請
は
、
工
事
完
了
後
、
先
着
順
に
受

け
付
け
し
、
予
算
枠
に
達
し
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

※
手
続
代
行
者
に
よ
る
複
数
の
同
時
申
請

は
で
き
ま
せ
ん
（
１
人
１
件
ま
で
）。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

事
業
助
成
金

覆
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
課
題
の
解

決
の
た
め
に
行
う
事
業
で
、
次
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
団
体

▼
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
活
動
場
所
を
有

す
る
こ
と
▼
構
成
員
が
５
人
以
上
で
あ
る

こ
と
▼
団
体
の
運
営
に
関
す
る
規
約
な
ど

を
定
め
て
い
る
こ
と
▼
適
切
な
会
計
処
理

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

助
成
金
額　
対
象
経
費
の
２
分
の
１
（
上

限
１０
万
円
、１
０
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

※
審
議
会
で
の
事
業
説
明
（
１０
分
程
度
）

あ
り

仏
５
月
１０
日
ま
で
に
、
応
募
用
紙
（
市
民

協
働
推
進
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

入
手
）
を
市
民
協
働
推
進
課
窓
口
（
☎
焚

４
６
５
）
へ

※
事
前
相
談
可

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
整
備

に
よ
る
施
設
の
利
用
制
限

　
市
内
小
中
学
校
の
教
室
な
ど
に
エ
ア
コ

ン
を
整
備
す
る
た
め
、
工
事
期
間
中
、
学

校
施
設
の
一
部
が
利
用
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

物
教
育
総
務
課
☎
焚
４
２
４

えせ同和行為を排除しましょう
―埼葛えせ同和行為対策強化月間―

　本市を含む埼葛１２市町では、毎年４月を「埼葛えせ同和行為対
策強化月間」と定め、同和問題の正しい理解の妨げとなっている
「えせ同和行為」の排除を呼びかけています。

物人権・男女共同参画課☎焚８１１

「えせ同和行為」とは
　同和問題の解決を口実に、個人、企業、行政機関などに対して
「図書等物品購入の強要」や「寄付金・賛助金の強要」など、不
法・不当な行為や要求をすることです。
　このような行為は、要求を受けた人が被害に遭うだけでなく、
同和問題に対する誤った認識を植えつけ、新たな偏見や差別意識
を生む要因となり、同和問題解決のために多くの人々が積み重ね
てきた人権教育や啓発活動の効果を覆す許されない行為です。

えせ同和行為は断固拒否しましょう
　えせ同和行為の要求に応じる義務はありません。終始、き然と
した態度で断固拒否し、えせ同和行為を排除しましょう。その場
しのぎの安易な対応は、かえって相手につけ込まれます。

同和問題（部落差別）に関する正しい理解を深めましょう
　同和問題とは、同和地区（被差別部落）に「住んでいる」あるい
は「生まれた」ということを理由とした不合理な偏見により、結
婚や就職、日常生活などの面で差別を受け、基本的人権が侵害さ
れるという、日本の歴史の中で生み出され、現在もなお存在する
我が国固有の重大な人権問題です。埼葛１２市町では「部落差別の
解消の推進に関する法律」を踏まえ、同和問題の正しい理解が図
られるよう、人権教育・啓発活動を推進しています。

狂犬病予防集合注射のお知らせ
　下記のとおり、狂犬病予防集合注射を実施します。狂犬病予防注射は、室内犬
も含め、すべての犬が年１回受けることが義務づけられています。集合注射に来
られない方は、動物病院で必ず予防注射を受けさせてください。

物環境リサイクル課☎焚２３５

実施日
�
時間

午前10時～11時30分 午後 1時～ 2時30分

４ 月１８日㈭ リサイクルプラザ南側駐車場 松之木公民館（＊）
４月１９日㈮ 大曽根西中央公園（＊） 市役所庁舎西側駐車場
４月２２日㈪ やしお駅前公園　南側スペース（＊）文化スポーツセンター駐車場
４月２３日㈫ 中川小学校正門向かい（＊） 勤労青少年ホーム駐車場
４月２４日㈬ 中馬場公民館（＊） 資料館駐車場

実施日
�
時間

午前 9時～11時30分 午後 1時～ 3時

４月２１日㈰ 市役所庁舎西側駐車場
※平日と休日で時間が異なります。確認のうえ、お越しください。
（＊）の注射会場には十分な駐車スペースがありませんので、車での来場はご遠慮く
ださい。
沸登録済みの犬…３,３００円（注射料金２,７５０円、注射済票交付手数料５５０円）
　新規登録の犬…６,３００円（登録料として上記料金に別途３,０００円）
※つり銭のないようにご用意ください｡
※犬の登録は、狂犬病予防集合注射の会場または環境リサイクル課で行うことがで
きます。また、登録している犬が死亡した場合は、環境リサイクル課へご連絡くだ
さい。
※犬のフンは、飼い主が責任を持って処理しましょう。

　システムメンテナンス
作業のため、証明書のコ
ンビニ交付サービスを一
時停止します。
腹４月２６日㈮　午前６時３０
分～午後１１時
物住民票・印鑑証明・戸
籍関連＝市民課☎焚２１０、
課税所得証明・非課税証
明関連＝市民税課☎焚
２０６

コンビニ交付
サービスの
一時利用停止


